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【代表的な研究テーマ】 

□ 半導体検出器の開発
□ 測定データの機械学習を用いた解析手法の研究

■ 半導体検出器

■ SOIピクセル検出器

■ 放射線測定

■ X線残留応力測定

■ 多変量解析

■ 機械学習

課題解決に役立つシーズの説明 

半導体検出器を用いた実験を中心とした研究を行っています。主な研究テーマは 3つあり、①SOIピ

クセル検出器を用いた装置開発、②X線残留応力測定、③測定データの機械学習を用いた解析手法の

研究、となります。X線や粒子線などの放射線検出器・装置・システム開発、測定データの数値解析・多

変量解析・機械学習など、放射線測定に関して一貫した研究を行っています。 

■SOIピクセル検出器を用いた装置開発

SOI ピクセル検出器は、物理学実験向け

に開発された直接変換型の半導体検出器

です。主に X 線や荷電粒子の検出を目的

に、多くの応用実験に用いられています。

この検出器の特徴として、直接変換型であ

るため画像のボケが少ない、微細なピクセ

ルが可能であるなどの特徴があり、今まで

にない検出器の開発が可能となります。 

汎用の電荷積分型検出器として INTPIX4(ピクセルサイズ 17×17μm2、ピクセル数 832×512、チップ

サイズ約 15×10mm2)があり、共同研究や実用化に関する多くの実績があります。また、最近では中性

子検出器の開発も行っています。 

■X線残留応力測定

SOI ピクセル検出器を用いて X 線残留応力測定装置を

開発しました。X 線残留応力測定とは、多結晶の金属に X

線を照射し、反射してくる回折 X 線(回折環)を 2 次元 X 線

検出器で計測することで金属表面の残留応力の絶対値を

非破壊非接触で測定する技術です。世界的に普及してい

る sin2ψ法の装置では 10 分以上、日本で発売されている

cosα法の装置では 1 分以上の測定時間がかかります

が、本装置では1秒以下の測定が可能となっています。本

装置は、残留応力だけではなく残留オーステナイト測定や

応力解放部から亀裂の有無、回折環の幅の変化から白

色層の有無などの検知にも応用可能です。直径約 5cm と

小型なので狭隘部の測定も可能です。 

■取得データの機械学習を用いた解析手法の研究

本テーマは、上記の SOIピクセル検出器や X線残留応

力測定装置により取得した大量のデータを多変量解析

や機械学習により解析し、新たな知見の発見を目指す研

究です。常に安全運行が求められる鉄道では、効率的な

保守点検を目的として、亀裂のあるレールに対して頭頂

部の残留応力と回折環の幅のマッピング測定から異常

検知を行いました。その他にも、転がり疲労の定量的評

価技術の研究も行っています。 
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【主な社会的活動】 

・日本物理学会
・日本鉄鋼協会

【論文テーマ】 

・Anomaly detection in rails

using dimensionality reduction

・X-ray metal material

evaluation using an SOI pixel

detector

企業・自治体へのメッセージ 

SOIピクセル検出器を用いたシステム開発の実績があり、SOIピクセル検出器の実用化に関する共同

研究を希望致します。機械金属部品の X 線残留応力測定に関する相談も可能です。また、それらの測

定結果に関する機械学習等を用いた解析法の研究も行っています。 

SOIピクセル検出器による花の X線画像 

開発した X線残留応力測定装置 

亀裂のあるレールの回折環の幅の 

マッピング測定結果




